
坦

宇
宙
の
眞
相
　〉三（
小
　
野
　
尚
　
次

　
　
幼
き
も
の
に
捧
ぐ

　
時
し
も
千
八
百
三
十
三
年
十
一
月
十
三
日
の
夜
の
事
で
あ
る
。
此
塵

は
南
カ
ロ
リ
ナ
の
植
民
地
の
部
落
で
あ
る
。
彼
は
唯
な
．
ら
ぬ
わ
め
き
に

夢
を
破
ら
れ
た
。
驚
の
叫
び
、
紳
へ
の
救
が
三
植
民
地
の
黒
人
か
ら
聞

え
て
來
る
で
は
な
い
か
、
そ
の
人
藪
は
七
，
八
百
も
あ
ら
う
Q
す
る
ε

戸
口
に
微
か
な
物
音
が
す
る
D
彼
は
立
上
っ
て
創
を
握
り
し
め
な
が
ら

戸
口
に
立
つ
旗
。
こ
の
時
「
起
き
ろ
」
喝
こ
云
ふ
聲
が
再
び
聞
え
た
。
「
世
界

が
火
に
．
な
る
」
ミ
叫
び
出
し
た
。
彼
は
戸
を
開
い
た
。
す
る
言
恐
ろ
し
い

光
景
だ
。
黒
人
の
救
を
求
め
る
叫
喚
。
見
れ
ば
百
人
以
上
も
地
に
伏
し

或
は
獣
薦
し
、
或
は
泣
き
わ
め
き
つ
つ
敦
れ
も
手
を
塞
げ
て
神
に
救
を

求
め
で
る
る
で
億
な
い
か
。
そ
の
有
様
は
流
石
に
物
凄
い
、
見
よ
天
室

を
騙
け
る
火
の
群
、
或
は
右
忙
々
は
左
に
、
降
る
が
如
く
狂
ふ
が
如
く
・

天
室
を
染
む
る
時
な
ら
ぬ
火
の
雨
、
火
紳
の
演
舞
。
奥
入
は
今
は
た
だ

静
か
に
う
な
だ
れ
て
み
る
Q

　
　
「
最
も
有
名
な
流
星
雨
の
話
」

　
　
　
　
　
（
子
供
の
た
め
の
天
文
書
よ
り
溢
出
）

　
一
月
號
で
は
赤
経
、
、
赤
緯
に
就
て

　
二
月
號
で
は
春
分
鮎
、
銀
河
系
座
標
に
就
て
述
べ
た
。

　
十
二
箇
月
の
中
二
箇
月
の
行
平
に
於
て
吾
人
は
何
等
目
星
い
宇
宙
の

形
象
に
出
く
わ
さ
な
か
っ
た
。
が
突
如
前
方
に
そ
そ
り
立
つ
峨
々
た
る

王
城
を
、
及
よ
見
す
や
。
是
こ
そ
ハ
ー
ロ
i
、
シ
ヤ
プ
レ
ー
そ
の
人
で

あ
る
。
氏
は
天
文
學
界
に
一
大
提
案
を
出
し
た
の
で
あ
る
コ
そ
れ
拡
注

目
に
値
す
る
輔
つ
の
大
き
な
考
で
あ
っ
た
。
．
氏
は
天
文
山
亭
の
新
人
で

あ
り
、
或
意
味
に
於
け
る
革
命
者
で
あ
り
、
第
一
戦
に
働
く
勇
敢
な
闘

士
で
あ
る
。
吾
人
は
彼
の
論
文
の
長
所
ε
訣
鮎
を
專
門
大
家
の
批
刹
に

譲
っ
て
沈
獄
の
早
旦
の
論
文
に
翻
れ
て
行
か
う
。

　
宇
宙
（
帥
ち
全
品
界
帥
ち
全
銀
河
系
）
の
大
さ
を
定
め
る
シ
ヤ
プ
レ
ー

の
新
ら
し
い
出
世
貼
よ
り
す
れ
ば
、
銀
河
系
の
直
径
は
三
十
萬
光
年
噛
し

な
る
ゆ
從
即
事
に
近
年
で
も
、
大
藩
三
萬
光
年
ε
さ
れ
て
み
た
の
で
あ

る
。
次
に
彼
の
論
文
の
内
容
を
見
て
行
か
う
。

　
論
文
提
娼
者
、
　
ハ
ー
ロ
ー
、
＼
ン
ヤ
プ
レ
i
氏

　
氏
は
以
前
に
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
皇
の
仮
寧
で
、
現
在
ハ
ー
バ
ー

ド
天
文
肇
の
薩
長
．
で
あ
る
人
で
あ
る
。

　
論
文
の
名
前
、

　
　
星
團
に
於
け
る
色
ミ
光
度
に
基
づ
い
た
研
究
。

　
　
　
第
一
回
論
文
　
　
星
團
に
關
す
る
一
般
の
問
題

　
之
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
太
陽
観
測
所
の
コ
ン
ツ
リ
ビ
ユ
ー
シ
ヨ
ン
の
第

百
十
五
、
千
九
百
十
五
年
の
八
月
の
分
に
出
て
み
る
者
の
梗
概
で
あ
る



旦
そ
う
し
て
其
梗
概
は
ア
ス
ツ
ロ
フ
イ
ジ
カ
ル
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
四
十
五

巻
、
千
九
百
十
七
年
号
一
月
か
ら
六
月
迄
の
分
の
合
本
の
中
の
第
二
の

中
に
出
て
み
て
、
頁
は
百
十
八
頁
に
出
て
み
る
Q
山
中
の

　
　
圃
　
　
星
團
の
分
類
ε
分
布

　
星
團
ε
は
何
で
あ
る
か
。
先
づ
次
の
様
に
云
へ
ば
よ
か
ら
う
。

　
星
團
－
こ
は
星
の
群
で
、
そ
の
中
の
星
々
が
物
理
的
に
關
係
づ
け
ら
れ

て
る
る
噛
こ
い
ふ
こ
ミ
が
分
っ
て
る
る
様
な
星
の
群
の
事
で
あ
る
、
或
は

實
際
物
理
的
に
要
旨
づ
け
ら
れ
て
る
る
一
こ
分
っ
て
は
み
な
く
一
こ
も
少
く

S
も
営
々
の
見
掛
上
の
位
置
か
ら
、
そ
れ
ら
は
一
つ
の
は
っ
き
り
し
た

物
理
系
を
つ
く
っ
て
み
る
、
こ
假
要
し
得
る
如
き
星
の
群
に
與
へ
る
名
駅

だ
。
（
私
．
は
彼
の
論
文
の
｝
微
一
細
を
文
字
通
り
に
課
す
心
算
で
は
な
い

彼
の
論
文
に
含
ま
れ
て
み
る
重
要
な
意
義
・
こ
憤
値
を
語
れ
ば
足
る
。
天

界
讃
者
諸
氏
よ
我
が
意
圖
の
存
す
る
所
を
認
め
よ
。
）

　
本
論
文
で
は
星
團
を
次
の
三
つ
に
分
類
せ
ん
帥
ち

　
イ
　
　
σ
q
ざ
ぴ
巳
鶏
　
9
霧
8
屋

　
　
ロ
　
　
o
℃
2
　
　
　
0
ご
m
8
諾

　
　
ハ
　
　
目
。
く
冒
σ
q
　
o
一
蕩
δ
雛

イ
　
　
　
Ω
δ
び
巳
鴛
。
『
陰
Φ
誘

　
Ω
喜
・
耳
の
字
の
意
味
は
「
球
歌
の
」
ε
い
ふ
意
味
だ
。

　
球
歌
手
團
ミ
も
課
す
べ
き
此
の
グ
ロ
ビ
ユ
ラ
i
、
ク
ラ
ス
タ
ー
は
特

長
ミ
し
て
次
の
性
質
を
持
っ
て
る
る
帥
ち

　
　
a
　
　
中
心
の
方
へ
行
く
S
多
く
の
星
が
密
集
し
て
み
る
。

　
　
b
　
　
無
撒
の
星
よ
り
形
成
せ
ら
れ
て
み
る
。

　
實
例
こ
し
．
て
は
．

　
　
ヘ
ル
キ
ユ
ウ
ル
星
團
（
M
の
十
三
）

　
　
メ
シ
ヤ
の
三

ロ
　
　
○
で
窪
。
一
三
δ
醗

　
○
℃
窪
ミ
は
「
散
、
h
ば
っ
て
み
る
」
－
こ
い
ふ
意
味
だ
。

　
オ
ー
プ
ン
、
ク
ラ
ス
タ
ー
ε
は
星
の
集
り
具
合
ミ
か
星
の
数
ミ
か
に

於
て
、
廣
い
範
園
を
持
っ
て
る
る
も
の
を
云
ふ
。
つ
ま
り
割
合
に
星
が

散
ら
ば
っ
て
み
る
出
た
星
眼
の
こ
ミ
だ
。

r
實
例
ε
し
て
は

　
　
メ
シ
ヤ
の
十
一

　
　
メ
シ
ヤ
の
六
十
七

ハ
　
　
蜜
〇
三
口
σ
q
o
H
口
ω
冨
屡

　
ζ
。
含
四
ε
は
「
動
い
て
ゐ
ゐ
」
柚
こ
の
意
味
だ
。

　
ム
ー
ビ
ン
グ
、
ク
ラ
ス
タ
ー
く
」
は
一
團
ε
し
て
動
い
て
み
る
の
が
見

う
け
ら
れ
る
襟
な
星
の
集
團
な
ち
何
で
も
ム
ー
ビ
ン
グ
、
ク
ラ
ス
タ
；

－
こ
呼
ぶ
。

　
　
二
　
　
今
迄
ω
観
測
的
研
究
言
理
論
的
研
究
に
就
て

　
此
の
部
分
に
は
特
に
取
り
出
し
て
云
ふ
程
の
事
も
書
い
て
な
い

　
　
三
　
　
星
團
の
直
狸
－
こ
明
る
さ
の
間
の
題
意
的
關
係
に
就
て
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「
明
る
い
星
團
ミ
星

雲
の
ベ
イ
レ
イ
の
表
」

か
ら
，
第
一
表
を
得
る
Q

此
は
球
歌
星
章
の
準
均

宜
径
マ
』
そ
の
星
身
中
の

最
も
明
る
い
星
の
光
度

に
關
す
る
表
で
あ
る
Q

　
第
一
表
に
於
て
、
最

大
高
度
ミ
は
星
團
中
の

最
も
明
る
い
星
の
光
度

で
あ
る
。
そ
れ
で
例
へ

ば
最
大
光
度
か
十
二
で

あ
る
様
な
星
團
は
ベ
ィ

レ
イ
の
連
中
に
於
て
七

つ
あ
り
、
且
そ
の
七
つ

の
星
團
の
見
掛
上
の
直

径
の
李
均
値
は
九
，
四

分
で
あ
る
の
で
あ
る
Q

　
第
一
表
「
を
見
れ
ば
剛

目
し
て
分
る
一
つ
の
著

し
い
結
果
が
あ
る
。
そ

れ
は
、
見
掛
上
の
直
径
が
滅
少
し
て
る
る
に
三
っ
て
，
最
大
光
度
を
表

は
す
数
値
が
擁
し
て
み
る
ε
い
ふ
事
は
、
（
光
度
の
藪
値
が
回
す
，
こ
い
ふ

こ
・
こ
は
星
の
明
る
さ
が
明
る
く
な
い
さ
い
ふ
事
だ
）
次
の
様
に
考
へ
れ

ば
分
る
事
だ
。
師
ち
上
の
事
實
は
李
均
直
径
が
小
さ
い
も
の
程
星
の
明

る
さ
が
減
じ
て
み
る
事
を
し
め
し
て
み
る
の
だ
か
ら
、
見
掛
上
の
李
均

直
径
が
距
離
，
こ
共
に
減
じ
て
み
る
Σ
の
考
を
入
れ
る
ε
説
明
が
出
來
る

結
局
こ
う
考
へ
る
の
だ
、
帥
ち
遽
い
程
小
さ
く
見
え
、
星
の
明
る
さ
も

減
す
る
一
こ
考
へ
る
事
に
な
る
の
だ
Q
斯
く
考
へ
て
來
れ
ば
次
の
重
マ
な

事
柄
が
分
っ
て
來
る
。
師
ち

　
　
・
　
　
星
團
の
宜
径
は
吾
人
か
ら
の
距
離
の
大
な
も
の
程
小
さ
い

ε
考
へ
れ
ば
、
並
進
に
依
っ
て
二
身
の
お
互
の
間
の
距
離
の
割
合
を
知

る
事
が
出
來
る
だ
ら
う
ε
思
ひ
付
く
こ
ミ
が
出
來
る
。

　
　
b
　
　
星
團
中
の
星
の
明
る
さ
が
吾
人
か
ら
の
距
離
が
大
な
る
も

の
程
減
少
す
る
こ
考
へ
れ
ば
星
の
光
度
に
依
つ
で
星
團
相
互
の
距
離
の

割
合
か
知
る
事
が
出
來
る
ミ
思
ひ
付
く
こ
ε
が
出
來
ろ
の
だ
。

　
　
四
　
　
之
か
ら
や
ら
う
ミ
云
ふ
星
團
研
究
の
目
的
に
就
て

　
星
兜
の
光
度
マ
」
色
の
吟
味
を
や
る
目
的
は
大
髄
次
の
二
つ
だ
。

　
　
第
一
に
、
星
團
の
中
の
模
様
や
物
理
的
特
性
を
知
る
こ
ミ

　
　
第
二
に
、
最
も
重
要
な
事
は
星
團
特
に
球
歌
星
團
の
研
究
を
し
て
、

行
け
ば
銀
河
系
の
事
を
知
る
上
に
大
な
る
貢
献
が
あ
る
ざ
思
は
れ
る
か

ら
だ
。



7ユ

　
　
A
　
　
星
團
の
研
究
に
於
て
」
光
度
・
こ
色
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
結

果
は
次
の
様
だ
。
帥
ち

　
　
一
　
　
異
な
る
光
度
及
び
色
に
封
ず
る
分
布
ξ
か
密
度
・
こ
か
い
ふ

も
の
の
法
則

　
　
二
　
　
絶
学
光
度
ε
色
品
を
結
び
つ
け
る
關
係
並
に
そ
の
關
係
が

星
團
々
々
に
依
っ
て
さ
う
憂
ろ
か
の
周
題

　
　
三
．
　
観
測
上
出
て
來
る
明
る
さ
の
曲
線
か
ら
出
て
來
る
光
の
微

か
な
球
戯
星
熟
苗
の
星
の
全
艦
の
藪

　
　
四
　
　
星
の
攣
光
が
色
や
光
度
に
よ
り
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

円
9
ぴ
一
〇

口
H
●

（
鵠

ミ
い
ふ
事

　
　
五
　
　
明
る
さ
の
攣
化
ε
共
に
色
の
憂
化
す
る
事
、
從
っ
て
セ
フ

エ
イ
ド
型
の
野
饗
の
原
因
を
大
規
模
に
調
べ
る
こ
¶
こ
も
出
來
る
ミ
い
ふ

こ
ミ
。

　
叉
以
上
の
事
に
關
署
し
て
次
の
難
題
に
も
垂
れ
て
み
る
。
帥
ち

　
　
イ
　
　
星
團
の
距
離

　
　
ロ
　
　
球
黒
星
團
の
オ
ー
プ
ン
，
ク
ラ
ス
タ
」
に
封
ず
る
關
係
並

に
球
歌
星
團
の
銀
河
系
に
封
ず
る
關
係
。
論
文
の
目
的
に
撮
し
て
之
だ

け
を
．
蓮
べ
て
お
く
Q
次
に

瀬
）

諺
く
①
話
σ
q
Φ
筥
墨
糸
ε
冷
。
・
♂
噌
創
一
留
希
艮
円
型
一
〇
b
ω
§
O
O
o
】
α
〒
Ω
器
ω
Φ
・
・
．

U
冨
冨
口
O
O

h
3
ヨ
O
①
5
写
9

“

O
o
一
〇
同
一
C
一
P
伊
o
n

出．

@
　
　
　
　
四

　
ヨ

H
G
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・
¢
。
H
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冨
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⑩
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⑰
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①
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］
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．
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⑩
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副躍紺搾出詩趣
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五
　
　
光
度
決
定
法
に
關
す
る
注
音
質

．
重
要
な
ら
ざ
れ
献
省
く
。

　
　
嶽
上
で
第
一
回
論
文
終
り
以
下
第
二
阿
論
文
郎
ち

　
　
第
二
回
論
文

題
目
。
　
ヘ
ル
キ
ゥ
．
ル
星
團
（
．
メ
シ
．
や
の
十
三
）
内
の
千
三
百
の
星
此
の

論
文
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
太
陽
槻
測
所
の
コ
ン
ツ
リ
ビ
ユ
ー
シ
ヨ
ン
第
百

十
六
、
千
九
百
十
五
年
八
月
の
分
か
ら
取
っ
て
來
た
の
だ
Q

　
　
種
々
な
結
果

　
静
弟
一
二
表
は
（
第
二
表
は
餓
り
重
要
な
ら
ざ
れ
ば
省
略
す
）
ヘ
ル
キ
ウ
ル

日
帥
び
一
Φ

H
＜
●

（
繋

星
團
の
各
部
分
に
就
．
て
、
各
の
色
の
分
類
に
零
し
て
、
軍
均
の
爲
眞
的
．

實
視
光
度
を
掲
げ
て
あ
る
。

　
最
初
の
縦
の
行
は
、
ヘ
ル
キ
ウ
ル
星
團
の
中
心
か
ら
垂
下
へ
の
距
離

を
表
は
し
、
　
表
中
の
数
字
は
．
李
均
光
度
を
表
は
し
、
b
、
a
，
f
、
9

k
、
m
」
は
色
の
分
類
を
表
は
し
て
み
る
。
師
ち
b
型
は
藍
色
で
，
a
、

f
、
怠
、
k
、
ε
進
み
m
は
赤
色
で
あ
る
。
太
陽
は
9
に
属
し
、
g
型
の

六
番
目
に
届
し
て
み
る
ゆ

　
最
後
の
縦
の
行
は
星
團
の
そ
の
部
分
の
李
均
の
色
の
属
す
る
部
類
が

墾
け
て
あ
る
。
最
後
よ
り
第
二
行
目
の
縦
の
行
は
星
圃
四
の
そ
の
部
分
の

難
）

Q。

ﾊ
巨
ヨ
弩
団
。
陶
O
偉
興
巨
轟
瓜
。
蕊
。
閏
寄
吋
曇
霞
ま
畦
ζ
窃
。
。
陣
窪
贔

寓
Φ
臣
。
幽

暗
●
　
】
身
。
目
く
舞
飼
巳
Φ
し
・
㌶
話

H
固
・
軍
。
鼠
図
菩
叶
①
春
、
。
。
訂
銘
ぎ
m
曙
i
。
震
く
α
。
・
・

　
　
O
・
H
巳
1
9
ω
ゆ
辞
o
I
o
』
o

　
　
、
　
　
〈
　
一
。
●
H
9

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
、
　
（
家
・
暴
σ
・
・
〈
畠
・
ω
。
）

　
　
ヤ
　
　
　
一
　
O
．
回
O
け
O
　
－
　
O
●
O
目

　
　
》
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6
0
一
〇
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H
H
国
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国
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診
影
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肱
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5
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g
p
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ぎ
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一
笹
留

　
　
ρ
H
・
・
〈
．
1
。
』
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一
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尾
δ
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富
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昌
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註
p
鳴
①
ロ
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O
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O
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O
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O
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色
桑
艦
に
封
ず
る
光
度
〃
下
げ
て
あ
る
。
一
番
左
の
縦
の
行
の
｝
、
番
終

の
行
は
距
離
一
、
九
五
以
上
の
全
て
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
ε
の
意
味

で
、
其
上
は
星
團
全
部
に
關
す
る
も
の
ミ
の
意
味
だ
。

　
さ
て
、
表
を
見
れ
ば
中
心
か
ら
の
距
離
が
如
何
様
で
あ
ら
う
ミ
も
，

卒
均
光
度
は
青
に
封
し
て
よ
り
赤
に
封
し
て
の
方
が
明
る
い
ε
い
ふ
事

が
分
る
た
ら
う
。

　
　
第
四
表
の
説
明

　
第
四
表
は
メ
シ
．
や
の
十
三
部
ち
ヘ
ル
キ
ゥ
ル
星
学
の
視
差
．
を
集
め
た

も
の
で
あ
る
。
一
番
左
の
縦
の
行
は
覗
美
を
出
す
方
法
が
書
い
て
あ
る
。

師
ち
　
一
は
愛
光
星
か
ら
出
し
た
も
の
、

　
　
　
H
は
カ
プ
タ
イ
ン
の
明
る
さ
の
曲
線
か
ら
出
し
た
も
の
で
、
種

　
　
　
　
　
々
の
色
に
就
て
出
し
た
も
の
で
、
1
1
の
最
後
の
行
に
は
全

　
　
　
　
　
て
の
色
文
罷
に
就
て
出
し
た
も
の
が
載
せ
て
あ
る
。

　
　
　
m
は
ラ
ソ
セ
ル
の
維
封
光
度
の
表
か
ら
出
し
た
も
の
で
，
色
に

　
　
　
　
　
就
て
載
せ
、
最
後
の
行
に
全
て
色
全
膣
に
就
て
出
し
た
硯

　
　
　
　
　
差
が
載
せ
て
あ
る
。

　
　
　
一
番
下
の
行
は
全
部
の
毒
蛾
の
値
だ
。

π
ミ
あ
る
の
け
視
差
で
，
角
度
の
秒
で
表
は
し
て
あ
る
。

　
右
か
ら
二
番
目
．
の
行
は
星
の
撒
が
載
せ
て
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
、
ヘ

ル
キ
ウ
ル
星
團
の
観
差
（
親
差
は
そ
の
ま
ま
距
離
陶
こ
見
る
こ
一
こ
が
出
來

る
）
は
大
腿
O
、
○
○
0
0
三
秒
－
こ
見
當
が
つ
く
。

　
次
に
ヘ
ル
キ
ウ
ル
星
團
の
大
さ
に
就
て
述
べ
ん
フ
ォ
ン
、
ツ
ァ
イ
ペ

ル
氏
に
よ
れ
ば
、
此
の
星
團
の
牟
径
は
十
七
分
以
下
で
は
な
い
。
此
の

結
果
を
探
用
し
て
、
視
差
ε
し
て
先
の
大
膿
の
値
を
取
れ
ば
、
此
の
星

團
の
一
方
の
端
か
ら
他
方
の
端
ま
で
の
距
離
は
，
一
千
一
百
光
年
ミ
な

る
。
　
そ
れ
か
ら
叉
先
の
大
髄
の
覗
差
の
値
を
取
れ
ば
、
ヘ
ル
キ
ゥ
ル
星
團

の
距
離
は
十
萬
光
年
こ
な
る
。

　
之
か
ら
や
っ
て
．
行
く
事
に
封
し
て
の
大
工
の
見
取

　
今
迄
述
べ
て
來
た
事
か
ら
も
種
々
の
事
が
思
ひ
浮
べ
ら
れ
る
が
、
更
．

に
之
か
ら
や
っ
て
行
く
上
に
大
事
の
見
出
を
つ
け
て
行
か
う
。
池
見
當

は
、
次
の
如
し
（
此
の
見
當
こ
そ
、
彼
れ
シ
ヤ
プ
レ
ー
の
雄
大
な
宇
宙
構

造
論
の
一
端
で
あ
る
。
銀
河
系
ミ
い
ふ
言
葉
が
出
て
來
る
が
、
之
は
天
．

の
川
ε
し
て
見
え
る
多
く
の
星
々
、
並
紅
全
天
に
見
ゆ
る
多
く
の
星
々

全
等
の
気
室
で
あ
る
。
）

　
第
一
　
球
群
星
團
が
特
異
な
分
布
を
示
し
て
み
る
ε
云
ふ
事
噛
こ
、
並

に
地
球
か
ら
其
れ
・
等
に
至
る
距
離
が
極
め
て
大
で
あ
る
ミ
云
ふ
事
「
こ
か

ら
，
球
歌
星
團
は
銀
河
系
の
一
部
分
を
形
づ
く
っ
て
み
る
も
の
で
は
な

い
。
各
々
の
球
状
星
團
は
そ
れ
だ
け
で
一
つ
の
も
の
で
、
他
S
は
か
け

離
れ
て
み
る
一
つ
の
集
り
で
、
そ
れ
自
身
面
立
の
も
の
だ
。

　
第
二
　
銀
河
系
は
、
實
際
見
え
る
宴
歌
星
團
の
多
く
の
集
り
の
重
心

か
ら
明
か
は
に
つ
れ
て
み
る
。
且
、
聖
歌
星
図
は
高
級
の
｝
大
系
を
形
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つ
く
っ
て
み
る
Q

　
第
三
　
反
封
の
今
夏
幹
が
基
が
る
迄
は
、
全
て
の
オ
：
プ
ン
。
ク
ラ
ス

タ
ー
は
銀
河
系
の
．
桶
部
分
ε
思
っ
て
差
支
へ
な
い
。

、
第
四
　
球
歌
星
團
の
中
に
は
、
其
の
大
さ
に
於
て
形
に
於
て
、
或
は

少
く
ε
も
成
分
（
星
）
の
模
檬
に
於
て
銀
河
系
ε
同
様
な
も
の
も
あ
る
で

あ
ら
う
。

　
第
五
　
銀
河
系
の
最
大
牟
径
は
恐
ら
く
一
萬
光
年
以
上
で
な
い
。
然

も
幾
か
一
萬
光
年
よ
り
も
少
い
。
此
の
事
は
種
々
の
方
面
よ
り
出
さ
れ

て
み
る
結
果
で
あ
る
。

　
　
　
　
銀
河
系
の
最
も
短
い
方
の
孚
径
は
種
々
な
値
に
出
さ
れ
て
み

る
が
、
銀
河
の
李
面
内
の
牟
径
の
方
の
傘
分
か
ら
六
分
の
一
の
間
で
あ

る
。　
第
六
　
球
献
星
團
は
，
銀
河
系
に
於
け
る
銀
河
の
李
面
に
相
當
す
る

封
稽
面
を
有
す
る
や
ミ
の
問
に
封
し
て
は
、
無
か
ら
う
噛
こ
答
ふ
べ
き
で

あ
ら
う
。

　
　
　
第
二
回
論
文
終
り
。
L

　
第
二
回
論
文
は
終
つ
弛
。
之
よ
り
第
三
回
万
丈
に
入
る
眠
き
だ
が
、
其

の
前
に
、
理
論
の
硬
化
を
避
け
て
，
も
ば
し
詩
の
國
に
燧
蓬
し
よ
う
。

　
ニ
イ
チ
エ
の
、
星
．
を
歌
へ
る

鳴
呼
、
我
暗
く
且
つ
夜
の
如
く
な
ら
ま
し
か
ば
○
如
何
に
我
は
胸
の
光

に
よ
り
て
、
其
乳
を
吸
は
ん
こ
ε
を
ね
が
ひ
し
か
な
。
汝
等
燦
欄
だ
る

小
さ
き
星
よ
、
天
上
の
螢
．
火
よ
、
さ
ら
ば
我
は
汝
等
自
ら
を
も
祝
幅
し

ま
た
汝
等
の
光
の
賜
物
を
受
け
て
、
自
ら
幸
ミ
す
る
を
得
た
る
べ
し
。

さ
れ
ワ
ご
我
は
我
自
ら
の
光
の
中
に
生
く
。
我
は
我
よ
り
組
し
た
る
光
眉

を
再
び
我
自
ら
に
吸
質
す
。
L

　
　
カ
プ
タ
イ
ン
を
悼
む

　
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
月
や
如
何
に

　
浪
は
荒
ら
び
、
風
は
す
さ
ぶ
ミ
も

　
君
が
聲
は
再
び
聞
え
．
す
ミ
も

　
天
上
に
交
錯
す
る
星
の
流
こ
そ
は
君
が
姿
な
れ

　
君
が
立
て
に
し
大
室
の
↓
里
塚
は
永
へ
に
し
る
き
導
き
な
れ

　
宇
宙
に
踏
み
出
さ
れ
し
最
初
の
歩
は
最
終
の
歩
に
て
あ
り
し
か
な

　
啖
花
き
、
散
り
、
鳥
鳴
き
、
朽
ち
、
雪
積
み
、
漕
ゆ

　
環
象
流
興
す

　
職
正
に
酎
な
り

　
慮
我
等

　
こ
よ
な
き
勇
士
、
君
が
屍
を
踏
ん
で
、
夏
に
更
に
戦
．
は
ん
か
な

　
戦
場
の
常
ミ
は
い
へ
さ
誰
か
涙
な
け
ん
、
憾
な
け
ん

　
　
　
　
　
　
　
（
鴎
九
二
一
『
幅
》
三
〇
）

　
　
相
鮒
性
理
論
劇
の
一
節
（
新
小
説
二
月
號
所
載
）

智
の
神

　
　
谷
に
線
の
園
を
恵
み
頂
き
に
雪
の
冠
を
い
た
だ
く
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pt
　
　
露
の
衣
に
く
ろ
ん
で
、
李
和
の
花
を
険
か
す
そ
な
た

　
　
爽
や
か
な
朝
鳶
を
迎
へ
て
、
静
か
な
夕
日
ケ
途
る
。

　
　
文
明
が
あ
な
た
の
胸
に
宿
り
，
眞
理
が
そ
の
冠
に
輝
く
で
せ
う
。

智
の
紳
、
　
美
し
い
兜
で
す
ね
。
怜
捌
さ
う
な
。

エ
ピ
キ
ュ
ー
ラ
ス
の
精
。
ウ
ル
ム
の
町
に
生
れ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
、
ア
イ

ン
ス
タ
イ
ン
唱
こ
申
す
人
が
あ
り
ま
す
。
正
直
な
眞
理
正
義
の
熱
烈
な
愛

好
者
で
す
。
こ
の
聞
，
園
に
遊
び
に
來
九
の
で
す
が
園
の
少
年
達
噛
こ
も

う
仲
よ
し
に
な
っ
て
律
義
の
百
姓
ε
あ
だ
名
を
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
非

常
に
や
さ
し
く
て
歌
が
好
き
で
禰
襟
を
望
め
る
歌
な
さ
作
っ
て
そ
れ
で

も
は
っ
か
し
が
り
や
だ
も
ん
だ
か
ら
父
母
に
も
見
せ
な
い
で
触
り
で
か

く
れ
て
歌
ふ
の
だ
さ
う
で
す
よ
。

智
の
沸
　
　
お
お
可
愛
い
い
、
な
ん
ミ
な
し
に
私
の
力
が
ほ
・
こ
ば
し
り

出
て
こ
の
子
の
胸
に
入
る
。
お
お
こ
の
ベ
ー
ル
、
此
届
物
。
そ
う
だ
何

だ
か
こ
の
子
が
こ
の
子
が
l
i

山
畑
キ
ュ
ー
ラ
ス
の
精
。
心
誤
が
大
の
得
意
で
ひ
ミ
り
で
代
理
で
も
幾

何
で
も
微
積
分
で
も
や
る
そ
う
で
す
。
何
れ
あ
な
た
の
お
力
を
か
り
る

こ
ε
に
な
る
で
せ
う
σ

智
の
紳
　
　
ア
ル
ベ
ル
ト
よ
！
今
に
あ
な
た
に
頼
ん
で
美
し
い
眞
理
を

め
ぐ
ま
せ
ま
せ
う
ね
。
た
ε
へ
あ
な
た
の
生
れ
が
ユ
ダ
ヤ
入
で
あ
る
た

め
に
迫
害
》
受
け
て
も
き
つ
ミ
私
を
忘
れ
な
さ
る
な
。
あ
な
た
の
悲
し

い
時
苦
し
い
時
い
つ
も
あ
な
た
の
傍
に
行
っ
て
上
げ
や
う
。

友
よ
Q
我
等
は
ニ
イ
チ
エ
の
白
熱
し
た
る
熔
に
濁
れ
。
カ
プ
タ
イ
ン
の

冷
え
切
っ
た
屍
を
葬
っ
て
も
ア
イ
．
ン
ス
タ
イ
ン
の
美
し
い
眞
理
の
芽
生
、

え
に
遇
ふ
た
。
行
か
う
で
は
な
い
か
，
い
ざ
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
が
待
っ
て

る
る
。

　
　
第
三
回
論
文

題
目
。
　
メ
シ
ヤ
六
十
七
に
於
け
る
三
百
十
一
の
星
の
表

　
之
は
ア
ス
ッ
ロ
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
、
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
四
十
五
巻
の
千
九

百
十
七
年
の
三
月
の
分
の
百
四
十
頁
に
、
幽
て
る
る
。
之
は
ウ
ィ
ル
ソ
ン

山
太
陽
観
測
所
の
コ
ン
ツ
リ
ビ
ユ
ー
シ
ヨ
ン
の
第
百
十
七
、
千
九
百
十

六
年
の
五
月
の
分
か
ら
取
っ
て
來
た
も
の
で
あ
る
。
さ
て
其
の
内
容
は
．

　
　
此
の
メ
シ
ヤ
六
十
七
ε
い
ふ
星
團
は
オ
ー
プ
ン
、
ク
ラ
ス
タ
ー
で
，

　
　
あ
る
。

　
此
の
評
論
は
、
f
や
9
の
分
類
の
色
に
非
常
に
富
ん
で
み
る
。
m
類

　
の
全
て
の
色
並
に
k
類
の
色
の
大
部
分
は
、
中
心
の
近
く
に
あ
る
。

　
且
m
類
の
色
は
圭
に
光
の
強
い
星
に
あ
る
。
上
の
事
の
他
に
は
何
等

　
は
っ
き
り
し
た
關
係
が
色
や
、
距
離
や
、
光
度
の
間
に
な
い
。

　
球
歌
星
團
の
様
に
周
園
か
ら
く
つ
ぎ
り
分
れ
て
み
な
い
。
此
の
貼
並

に
種
々
の
鮎
に
於
て
、
此
の
オ
ー
プ
ン
、
ク
ラ
ス
タ
ー
の
メ
シ
ヤ
六
＋

七
ミ
球
妖
星
團
メ
シ
ヤ
十
三
（
ヘ
ル
キ
ウ
ル
星
團
）
唱
こ
の
間
に
轍
大
な
る

相
違
が
あ
る
。
メ
シ
ヤ
十
三
へ
ヘ
ル
キ
ウ
ル
星
團
）
に
就
て
は
既
に
此
の

前
の
論
文
で
述
べ
た
。
　
　
　
第
三
回
論
文
終
り
。


